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Ⅰ.事業概要・登録対象範囲

①　事業所名及び代表者名

ムソー工業株式会社　　代表取締役　　尾針　徹治

②　所在地

〒143-0003 東京都大田区京浜島2-13-9

〒143-0003 東京都大田区京浜島2-12-6

③　環境管理責任者氏名及び連絡先

尾針　徹治

尾針　円

03-3790-0666/03-3790-0668

soumu@muso-technologies.co.jp

https://muso-technologies.co.jp/

④　事業内容 金属材料試験機及び試験片の製作加工

⑤　事業規模

売上　………………………………………………

従業員数（期末時点）　………………………………………………………………

床面積：第一工場/第二工場　………………………………………………………………　344.9㎡/196.0㎡

敷地面積：第一工場/第二工場　………………………………………………………………　446.16㎡/385.41㎡

⑥　事業年度 10月1日～翌年9月30日

⑦　認証・登録の対象範囲 活動：全事業活動

対象組織：全組織

Ｅ メ ー ル

Ｕ Ｒ Ｌ

第 一 工 場

第 二 工 場

環 境 管 理 責 任 者

事 務 担 当 者

電 話 /FAX 番 号

2020期

94,409,578 円

11 名

代表取締役 尾針 徹治

（環境管理責任者）

取締役 尾針 円

（産廃物補助）

■第一工場

小井土 延隆（廃油・産廃）

原 伸夫（第一電力）

■営業部

久島 清司（化学物質・産廃）

坂本 涼太（自動車燃料）

■総務部

岡本 彩子（産廃物補助）

■第二工場

岩﨑 孝（廃棄物）

山本 猛（廃棄物補助）

鈴木 裕一（灯油）

田中 裕紀男（第二電力）

中城 将吾（産廃物補助）



Ⅱ.環境経営方針

◆　環境理念

◆　環境経営方針

1

・ 廃棄物の削減、分別に努め、リサイクルを推進します。　　

・ CO2の排出削減に努め環境負荷の継続的改善をすすめます。

・ 化学物質の使用削減に努めます。　　

・ 水資源の節約に努めます。　　

2

3 環境関連法規制等の遵守

4 環境コミュニケーションの実施

・ この方針を全従業員へ周知し、環境保全に対する意識向上をはかります。

・

2020年10月1日

ムソー工業株式会社

代表取締役　尾針徹治

2020期

　現代の大型化・複雑化した機械、装置、構造物などは、僅かなミスが重大な事故に繋

がり、その人的・経済的損失は莫大なものです。こうした事故を未然に防ぐ為の材料強

度試験は環境保全の上からも一層必要となっています。

　ムソー工業は材料試験片製作という、環境負荷低減を根本から支える事業活動を通し

て、全社員が積極的に環境活動に参加いたします。

関連する法律、規制等の基準を遵守し、地域の環境保全活動に積極的に参加し

ます。

環境目標、活動計画を策定し、取組結果を環境活動レポートにて公開いたしま

す。

自らが生産・提供する製品や事業活動全般において、効率的運行・運用を図り

ます。また、正しい試験状況を提供することで産業と技術革新の基盤造りを担

い、環境を含め社会に貢献致します。

当社の事業活動によって生じる環境負荷を把握し、環境活動の継続的な改善に

努めます。



Ⅲ.環境目標と実績

2019期

実績 目標 実績 前年比

366 362 635 173.6% ✕

62,582 74,603 59,922 95.7% ○

ⅰ-電力 △1％

・売上100万円あたり排出量 291.37 288.45 497.02 170.6% ✕

+20%

・総排出量　Kg 49,876 59,851 46,924 94.1%

ⅱ-自動車燃料（ガソリン） △1％

・売上100万円あたり排出量 41.52 41.10 70.03 168.7% ✕

+20%

・総排出量　Kg 7,107 8,528 6,612 93.0% ○

ⅱ-自動車燃料（軽油） △1％

・売上100万円あたり排出量 18.23 18.05 27.50 150.8% ✕

+20%

・総排出量　Kg 3,121 3,746 2,597 83.2% ○

ⅲ-灯油 維持

・売上100万円あたり排出量 13.54 13.54 38.98 287.8% ✕

・総排出量　Kg 2,318 2,318 3,680 158.8% ✕

ⅳ-都市ガス 維持

・売上100万円あたり排出量 0.93 0.93 1.17 125.0% ✕

・総排出量　Kg 160 160 110 68.9% ○

維持

116 116 128 110.3% ✕

維持

1,200 1,200 1,800 150.0% ✕

維持

280 280 325 116.1% ○

維持

1,510 1,510 3,700 245.0% ✕

維持

220 220 167 75.9% ○

「特定排出者の温室効果ガス排出量算定用」（R3.1.7経済産業省・環境省）に基づき算出

購入電力排出係数： 0.442 2.32 (Kg-CO2/L)

2.58 (Kg-CO2/L)

都市ガス排出係数： 2.16 (Kg-CO2/L) 2.49 (Kg-CO2/L)

ガソリン排出係数：

軽油排出係数：

灯油排出係数：

2020期

ⅵ-廃油

年間排出量　　ℓ

ⅴ-水

年間排出量　　㎥

次期以降

短・中期目標

百万円あたりの排出量

＞前期比△1

総排出量

＞売上に比例し20％増

前期程度を維持

効率的な使用を心がけ、

売上あたりの排出量を減ずる

前期程度を維持

項目名

C

O

2

排

出

量

削

減

節

水

評価
2020期（2020.10～2021.9）

売上100万円あたり排出量

(Kg-CO2/kwh)

　　　　　※東京電力エナジーパートナー

総排出量

ⅵ-金属くず

年間排出量　　kg

廃

棄

物

削

減

ⅵ-廃プラスチック

　　　　　　　木くず

年間排出量　　kg

ⅵ-事業系一般

　　　　廃棄物（可燃）

年間排出量　　kg

前期程度を維持

(20%増まで許容）



2020期

Ⅳ.環境活動計画

期待できる効果 担当者 状況 総　　括 来期目標

節電・節水・廃棄物削減 小井土・岩崎 実施
　品質管理規定に具体性のない箇所があるため、実

態に即したものへ更新する必要があると思われる。
　品質管理規定の見直し

鈴木・中城 実施

　概ね一ヶ月に一度行われる製造部会議にてミスや

ヒヤリハット事例の共有。各ミス等を防ぐための工

夫について話し合いを開始した。

　会議を継続していくとともに

蓄積した事例対応を強化してい

く

中城・増田 実施
　担当外の者が確認することで別の視点からの

チェックとなり、ミスを防げた。

　チェック方法の効率化を検

討。文書で残す際の手間が課

題。

自動車燃料の節約 実施
　無理なく早く納品が可能なように実効性のある計

画をたてる。
　計画の精度を上げる。

実施
　天候やその他、事前に回避できそうな場合は別日

にするなど、随時調整を行う。
　引き続き実施する。

実施

　早めの納品を前提としつつも、可能な限り納品日

を揃え、一度に複数の納品が可能となるように現場

とも工程の調整を図る。

　引き続き実施し、より効率の

良い方法を検討する。

節電 岡本 実施

　デスクトップに過剰なデータを保存しないよう周

知し、合わせて在宅勤務にも対応できるよう各PCの

設定を更新。

　より効率的な運用を模索す

る。

節電

第一：原

第二：田中

事務所：岡本

実施
　予てから実施済みではあるが、改めて消灯や適切

な空調管理に務める。

　引き続き実施し、効果的な施

策などがある場合は情報共有し

てゆく。

適切な消灯・空調管理

工程のチェック・申し送りの綿密さにより加工ミスを防止

ダブルチェックの徹底

交通状況の共有等による渋滞の回避

同方向の引取・納品をまとめる

活　動　計　画

久島・坂本

品質管理の徹底

引取・納品計画

PC等の適切な電源管理



月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ▲469 ▲194 ＋532 ＋223 ＋122 ＋131 ＋79 ▲229 ＋416 ▲6 ＋365 ＋50

評価 ○ ○ × × × × × ○ × ○ × ×

年間削減量＞＞

売上百万円あたりのCO2排出量は、効率的に電気を使用できているかの指標となる。前年から▲1%を目標値とする。

＞コロナの影響により売上が非常に悪かったため、冷暖房等固定使用量の影響でかなり悪化した。

＞機械が止まり、生産性が落ちている際の空調等について、より一層改善が必要。

月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ▲435 ▲1,398 ▲46 ▲674 ▲391 ＋4 ▲54 ＋209 ▲263 ＋658 ▲721 ＋158

評価 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ×

年間削減量＞＞

CO2の排出量は削減することが目標ではあるが、売上に比例し増えるのはやむを得ないため、前年の2割増を目標値とする。

＞売上減に伴い、年間排出量の減にもつながった

＋206

▲2,952

2020期

Ⅴ-ⅰ　電力

Ⅴ　各分野ごとの目標達成状況・取組結果
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月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ▲75 ▲27 ＋116 ＋25 ＋38 ＋3 ＋23 ▲10 ＋74 ▲39 ＋28 ＋5

評価 ○ ○ × × × × × ○ × ○ × ×

年間削減量＞＞

売上百万円あたりのCO2排出量は、効率的に自動車燃料を使用できているかの指標となる。前年から▲1%を目標値とする。

＞12月について、使用量はそれほど大きく変わらないが、売上が落ち込んだため、売上あたりの排出量が高くなっている。

月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ＋212 ▲187 ＋88 ▲202 ＋66 ▲294 ▲30 ＋278 ▲240 ▲177 ▲494 ▲40

評価 × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

年間削減量＞＞

CO2の排出量は削減することが目標ではあるが、売上に比例し増えるのはやむを得ないため、前年の2割増を目標値とする。

＞売上（納品回数等）の減少に伴い燃料使用量減となった

2020期

Ⅴ-ⅱ　自動車燃料（ガソリン・軽油）
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▲1,020
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月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ▲0 ▲33 ＋116 ＋101 ＋108 ＋35 ＋59 ▲0 ▲0 ▲0 ▲0 ▲0

評価 購入なし ○ × × × × × 購入なし 購入なし 購入なし 購入なし 購入なし

年間削減量＞＞

売上百万円あたりのCO2排出量は、効率的に灯油を使用できているかの指標となる。

製造に直接係る燃料ではないため前年同程度を目標値とする。

月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ▲0 ▲326 ＋321 ＋329 ＋618 ＋222 ＋199 ▲0 ▲0 ▲0 ▲0 ▲0

評価 購入なし ○ × × × × × 購入なし 購入なし 購入なし 購入なし 購入なし

年間削減量＞＞

＞第二工場の改装を行い、天井が広くなったことでストーブの効きが悪くなったため、ストーブを増設したことから、

　結果的に灯油の消費量が増えたと思われる。

2020期

Ⅴ-ⅲ　灯油
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月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ▲1 ▲0 ＋1 ▲1 ▲1 ＋1 ▲3 ▲0 ＋1 ▲0 ＋0 ＋0

評価 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ × ×

年間削減量＞＞

＞現状維持できている

月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

CO2増減（Kg） ▲0 ▲2 ▲11 ▲24 ▲9 ＋2 ▲15 ＋2 ＋9 ▲0 ▲2 ▲0

評価 × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ×

年間削減量＞＞

機器の清掃などにお湯を用いるため使用するが、そこまで売上に連動するものではないため現状維持を目標とする。

※基準年のころは、ガス式暖房器具があった為多い。

2020期

Ⅴ-ⅳ　都市ガス
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月別結果 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水使用削減量（L) ＋7 ▲0 ＋9 ▲0 ＋2 ▲0 ＋2 ▲0 ▲1 ▲0 ▲7 ▲0

評価 × 購入なし × 購入なし × 購入なし × 購入なし ○ 購入なし ○ 購入なし

年間削減量＞＞

＞5S活動の一環で清掃活動に注力したため、全体的に水の使用量も増えたと思われる。

2020期

Ⅴ-ⅴ　水
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2020期

Ⅵ　問題点の是正処置報告書

担当者：

CO2排出量削減について

【電力】

【自動車燃料】

　CO2排出量そのものは削減されたが、その原因はコロナの影響による受注の減少

のため、売上100万円あたりのCO2排出量は、冷暖房等固定使用量の影響でかなり

悪化した。

　売上を上げる努力はもちろんだが、受注が減り、機械が止まって生産性が落ちて

いる際の空調等について、より一層改善が必要と思われる。

　その他取組としては、品質管理の徹底や見直しなど。

　納品回数等の減少に伴い燃料使用量は削減されたが、電力と同様に売上100万円あ

たりのCO2排出量は悪化した。

　より一層の引取・納品について効率的に行いつつも、顧客の利便性を損ねないよ

うな工夫を考えたい。

　また、来期移行は四半期ごとの振返り・見直しを行うことにより、随時是正処置

を行っていけるよう務める。

岡本　彩子



区

分
法規制名称 義務事項 対象設備、組織 順守状況 評価

■三ヶ月ごと簡易点検を実施する ｴｱｺﾝ・ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 順守 ○

　→簡易点検表あり 加工機

※エアコンサービス株式会社

■第一種フロン類回収業者に引き渡す 対象設備なし - -

　（引取証明書は3年保存）

■産業廃棄物置場の保管基準の順守 金属くず 順守 ○

■産業廃棄物の委託契約の締結 不燃ごみ 順守 ○

■産業廃棄物マニフェストの管理 廃油水（水溶性） 順守 ○

■ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの前年度交付状況の報告（知事） 順守 ○

　※鶴見油化工業㈱、香部興業㈱、西商店

塩酸、硝酸　

※ごく少量

■容器への表示 順守 ○

■保管施設への表示 順守 ○

■買い替え、廃棄等業者引き渡し時 冷蔵庫、エアコン 対象なし －

　リサイクル料の支払い テレビ

■買い替え時リサイクル料の支払い 自動車 対象なし －

■危険物第4類 指定数量0.2倍以下の保有 切削油、潤滑油 順守 ○

※第一工場・第二工場それぞれで保管 防錆材、脱脂剤等

■危険物表示 順守 ○

■基準の順守 第一工場 順守 ○

■工場設置、変更の認可 第二工場 順守 ○

*  少量の酸を使用することがあるので管理を徹底する。

東

京

都

都民の健康と安全を

確保する環境に関す

る条例

家電リサイクル法
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2020期

Ⅶ　関連する法規制一覧と順守状況の確認、評価

　当社に適用される主な環境関連法規は以下の通りで、9月30日の遵守評価の結果、これらへの違反

はありませんでした。

　なお、関係当局による違反等の指摘、訴訟等は過去3年間ありません。

フロン排出

抑制法
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Ⅷ　代表者の見直しと評価

　　■全体評価

　新型コロナウイルス感染症の影響で2020期の売上は大きく下がってしまった。

　研究者達の在宅勤務により研究開発のリードタイムがのびており、回復の兆しはまだ見えては

居ない。

　しかし、そういった困難な時期だからこそ、社内体制を強化すべく2020年12月製造部に若手1

名採用し、製造部の技術承継を進めていった。

　また各工場長主体で5S活動を学び、定期化させることにより、安全・生産性・品質の向上・

リードタイムの短縮・チーム力強化につながる地盤づくりができた。

　また前年度指示に記載した「顔の見える営業」は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により

対面営業は難しくなっていたが、ITツールを活用しオンライン商談を行うことで、新規顧客獲得

に向けた営業を行うことができた。

　　■次年度指示

　試験片業界への依存（1社依存）から脱却すべく化学業界への販路開拓を継続して行う。

　また、オンライン商談は引き続き積極的に利用し定期的なアプローチを行う。

　社内に対し、経営理念の浸透を行い、新型コロナウイルス感染症の影響による隙間時間を社内

強化時間として前向きに捉える。同時に、5S活動は引続き月1回全員で行い、製造部全体で工具

費や5Sの費用管理を行う。

　広報活動に関しては各組合や他業種イベントなどに積極的に参加し、自社の技術をアピールす

ることで、メディアからの取材依頼につなげていく。

　新規採用は引き続き行い、技術承継をスピード感をもって進める

（製造部10年で独り立ちから3年で独り立ちへ）

　技術力の向上の為外部研修や協力会社の工場見学を積極的に行う。

2021年12月

ムソー工業株式会社　　　　　　

代表取締役　尾針徹治

2020期


